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科目名 
 

乳幼児保健学 

対象学科・学年 
  教育教福3回生  
   
   
  
  

担当者 
 高井 孝夫 

田中 米子 

授業テーマ 
   乳幼児の心身の健康についての科学的な基礎知識   
  
授業の概要と目標 
 乳幼児の身体発育と精神発達についての理解を深め、健康を保持するために必要な知識を保育の現場で役に立つかたちで持て

るように学びます。生命の不思議に満ちた働きを科学的に理解し、生命を尊重する気持ちを持てるように学びます。また、乳幼

児期にかかりやすい病気や起こしやすい事故と、その救急処置について学びます。 
 
 
評価方法 
 前期、後期に行うテストと出席状況で評価します。  その他 授業は指定された座席で受講します。 

テキスト 
 三訂 小児保健 理論と実習 

著書 
 佐藤 益子編著 
 

出版社 
 樹村房  

参考書 
 新・小児保健 第１１版                     

著者 
今村栄一・港野悟郎編著 

出版社 
 診断と治療社 

授業スケジュール・内容 

 高井孝夫  
１． 乳幼児保健の意義 人体の構造と役割 細胞と身体・神経系・循環器系 
２． 人体の構造と役割          呼吸器系・消化器系 泌尿器系・生殖器系 
３． 人体の構造と役割          内分泌系・体液系 感覚器系 
４． 人体の構造と役割          運動器系 胎児の発達・原始反射 
５． 病気の予防             予防注射 事故の予防 
６． 病気の兆候と応急処置 
７． 乳幼児の病気            胎芽病・胎児病 遺伝病 
８． 乳幼児の病気            周産期・新生児期の病気 
９． 乳幼児の病気            感染症 ウイルス感染症 
10. 乳幼児期の病気           感染症 細菌感染症・その他の感染症 
11. 乳幼児期の病気           アレルギー性疾患 
12. 乳幼児期の病気           消化器疾患 呼吸器疾患 
13. 乳幼児期の病気           循環器疾患 血液疾患 代謝性疾患 
14. 乳幼児期の病気           皮膚疾患 運動器疾患 泌尿器疾患 
15. 前期テスト 

 田中 米子 
16. 母子保健              妊娠・分娩・新生児の養護 
17. 発育                発育の理解 身体発育 
18. 生理機能の発達           免疫機能 水分代謝 体温調節 
19. 運動機能の発達           神経機能 乳幼児期の運動発達 
20. 精神機能の発達            
21. 乳幼児の栄養            母乳栄養 離乳の必要性 幼児期の栄養 
22. 食中毒・栄養障害             
23. 乳幼児の生活            排泄 睡眠 運動と遊び 
24. 事故予防と安全教育             
25. 乳幼児と社会            核家族化と家庭形態の多様化 育児不安・虐待      
26. 人間関係と乳幼児          母と子の絆 母子相互作用 愛着形成      
27. 幼稚園・保育園の保健管理      保育士の役割 保健活動計画 
28. 小児保健行政とサービスの実際 
29. 総合復習 
30. 後期テスト 

 


